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現代中国に お ける家庭環境 と学歴 取得意識の 形成に 関する実証的研究

　　　　　　　　　　
一大連市で の 質問紙調査 に基づ い て

一

東京大学大学院　　許　敏

1　 問題設定

A 研究目的

　 現代中国で は 、 家庭教育は急速に変化して い るe その

原 因として、二 つ 考えられ る。一
つ は、文化大革命終息の

1979年から実施 された E一人っ 子政策」 でありもう
一

っ は

「改革 ・開放政策」の 実施 に よ り、激 し く変動する社会環

境の 影響である。 特に 「一人 っ 子政策」 は世界的 に人 々 の

関心 を集 め、
一

人 っ 子 の 家庭教育が孕んで い る過保護，知

育偏重、過剰期待などの ような問題点もい ろい ろ指摘され

て きた。しか し今まで の 研究は，もっ ぱ ら 「・一人っ 子 」の

家庭教育に存在して い る弊害を指摘す る こ とに重点が置

か れ た が、子 ども を取 り巻 く社会環境や、家庭環境 の 変化

との 関連で 、家庭教育の あり方を捉 え る規点が抜け落ちて

い た。

　 中国で は、1978年か ら実施されて きた 「改革 ・開放政

策j に よ り、産業構造を は じめ、社会構造、人 々 の 生活様

式 ・価値観、家庭環境、社会生活全般 に激 しい 変動が起 こ

っ て い る。こ の よ うな中国社会の 変動と、そ れに伴う家庭

環鐘の 変容は 、家庭教育の あ り方に大 きな影響を及ぼ して

い る。本報告は、こ うした大きな変貌を遂げつ つ ある中国

社会 におい て、家庭教育の
一

側面で ある学歴取得意識と家

庭環境との 関連を明 らか にす るこ とを 目的としてい る。

　 なぜ 、学歴取得意識 に 注 目す るの か 、その 原因は 以 下

の よ うで ある。まず、中国は社会主義国で あるた め、平等

主義の旗が揚げられ てきたが、実際 には都市と農村、高学

歴者と低学歴者、ホ ワイ トカラ
ー

とブル
ー

カラ
ー

との 問に

大きな格差が存在して い る。李洵 氏の 研究に よ る と、中国

の 高等教育機関が、都市出身者、高学歴者、ホ ワイ トカ ラ

ー
の ような社会最 上位 の 階層 に よっ て 多く占め られ て い

るこ とは明 らか に され た 。 現在、中国の 高等教育は まだ エ

リー・ト段階に あ り、就学率 が 同
一
年齢人 口の 4％ しか な く、

さらに 高校の 入学率も同年齢人 口 の 20％ だけで あるた め、

こ の 大学入 学をめぐる階層間格差はすで に、高校以前の 中

学校段階、さらに学校教育の 靭期段階 で ある小学校段階に

す で に存在 して い る と考 え られる．この 点に つ い て 、日 本

で も 8  年代の 籾め頃に、子どもがすでに小学佼殺階か ら

成績に よ っ て 将来展望が 閉ざされて い たこ とは報告され

た。 また、もし本当に小学校段階で はすで に 将来の 教育達

成 へ の 展望意識が 分化されて い る ならば、こ の 異なる学歴

取得意識は家庭教育の 全般に影響を与えて い る と考え ら

れる。こ の 二 つ の 点か ら、義務教育段階、特に小学校段階

における親子の学歴取得意識 の形成 と家庭環境との関連

を解明す る こ とは重要である と思わ れる。

B 　研究方法

　本報告は、筆者が 1996年4 月か ら 5月 にか けて、中国

の 沿海対外開放都市の
一

っ で ある大連市で、主に 小学生 5、

6 年生及びその 両親を頬象として行われた質問紙調査の 分

析結果をまとめ た もの で ある。分析に あた っ て 使用す る家

庭環境要因を、 親の学歴 ・職業、 家庭の収入 を指標とす る

家庭の 社会的 ・経済的環境要 因 と、家庭 の 教養的所持品の

所有状況、蔵書量を指標とする家庭の 文化的環境との 二 つ

の 側 面 か ら捉 える ほか に．親の 戸 籍、っ ま り地域要 因が重

要な変数として使用する ことになる。

ll　家庭環境につ い て

　中国で は、1958 年に 中央政府は 「戸籍制度亅 を導入 し

た こ とに よっ て、都市と農村との 間に、収入 や社会保障、

祉会福祉、教育機会などの 制度に関わる側面で 深刻な格差

が存在して い る。しか し中国の 社会は 1978 年の 「三中全

会j に お い て改革開放路線が取 られ 、大きな変動に 見舞わ

れ た 。 従来の 社会階層が再編成され、親の 学歴、職業、所

得の 間の 社会地位 の 非
一

貫性は顕著になっ て い る。特に農

村で は、従来の 農耕社会における就業構造が 変化 し、農業

生産 に とどまる人の 割合がか な り低くな り、ブル ーカ ラー、

ホ ワイ トカ ラ
ー

に 上昇した 人は増えて い る。こ の よ うな家

庭の 祉会的 ・経済的背景の 変化と、家庭 の 文｛ヒ的環境との

1襲1連をみ る と、次の ようなこ とが 確認 され た 。 全体的 に親

の 学歴は職業との 閏に高い 相関が 見られるが、家庭収人と

の 梱関が 低い e 家庭の 文化的環堤は、親の 学歴、職業との

相関がやや高く、家庭収入との 相関が それ ほ ど高くな い 。

ま た、地域と家庭環境との 閊に は、親の 学歴、職業との 棉

関係数が比較的高い が、家庭文化的環境との 相閏が低くな

っ てい る。 もう
一

方では、家庭収入 との 関連が ほ とん ど認

められない。この こ とから、これから親の 学歴、職業指標

を
’
用い て分析を行なう際に，地域要因を考慮す べ きこ とを

示唆 してい る 。
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皿　子どもの学業成績に影響する家庭環境要因

　従来教育社会学領域で は、家庭 の 社会階層が子 ど もの 学

業成績との 間に何 らか の 関連性がある こ とが指搆 され て

きた。しか も家庭の 社会的階層 と学業成績 の 二 変数間の相

関関係を明らか にしただ けで はなく、こ の 二 つ の 変数の 間

にどの よ うな媒介変数が存在して 、こ れ らの 媒介変数 が い

か なる因果関係を形成 して い る か も、あ る程度明らか に さ

れ た。

　それで は中国では、子どもの学業成績 は家庭環境に よ っ

て 影響され て い るの か、次で は分析す る。 なお 、 分析では

使 っ てい る学業成犠は 「よ くない 」　「普通」　「よい 」 と 3

段階で 子 どもに 自己評価させ た もの で ある。こ の 学業成績

は 、子どもの クラス 或い は同
一・
学年で は成績の 相対的位置

を表すもの で あるため、家庭環境との 関連を学校毎に分析

するこ とにする、

　分析結果をまとめると、 次 の ようになる 。 農村地域に あ

る小学校 にお い て 学業成績と家庭環壌要因 との 間 に すべ

て 有意な相関が認められない
。 都市の雑居地に ある普通小

学校の 場合、子どもの 学業成績は、親 の 学歴、職業、家庭

収入 との 間に有意な相関 が見出せ なか っ たが、家庭の 文化

的環境要因との 間に比較的高い 相関が見られる e さらに都

市に ある社会的評 価 が高 い 小 学校の 場 合で は ，家庭収入以

外 の 、親の 学歴、職業、家庭の 文化的環境との問に有意な

相関が 認 め られた，

　分析結果よ り分か るよ うに、ラン クの 高い 学校で は、小

学校段階にあるにもかか わ らず、家庭の 階層要因が す で に

子 ど もの 学業成績に影響を及ぼ して い る。また、都市部 に

おける普通小 学校を合わせ て みると、子 どもの 学業成績に

も っ とも影響力 を持 o て い るの は 、家庭 の 文化的環境要因

で ある。

IV　親の期待学歴

　 それ で は、家庭環境要 因 は親の 子 ど もに 対する期待学歴

に 影響 を与 え て い るか、こ こ で は旗誘 して み る．ま た、今

までの 教育社 会学で は 蓄積され て い る学歴 の ア ス ビ レ ー

シ ョ ン に関す る研究結果に よ ると、家庭環境要因及び 学校、

学業成績要因の 影響力が指摘 され てい る、
こ こ で も、伺様

に 説明変数として 出身階層、家庭の 文化的環境要因を使馬

す る 以外に 、学校 ラン ク、子 どもの 学業成績要因も加えて

考察を行なう。

　まず、全体的 に競の 期待学歴水準を碇認 する と、親の 期

待学歴は極めて 高い こ とが分か っ た、しか し親の 期待学歴

が驚くほ ど高い に も関わらず、二 重ク n ス 表に 基づい て緩

の 期待学歴と家庭環麑要因、学校 ラン ク、子どもの 学業成

績との 関連 を検討 して み る と、者要萄 との 鰐に統 計的に 有

意な相関 が 見出せ る こ とが確認 され た。 しか し学校ラン ク

要因をコ ン トV 一ル して、家庭の階層要因、文化的環境要

茵、学業成績要因の 競の 期待学歴 の 形成に与える影響を検

討 して みると、 階層要因の影響がほとん どなくなり、もう
一
方で は 文化的蹟壌要 因、学業載績要因の 影響は 学校ラ ン

クが高くなるにっ れて 小さくなっ た ことが 確認 された。 し

か し学校 ラ ン クの 影響力はまだ強 く残 っ て い る。

　 また、農村と都市との 地域間に歴然 とした親 の 期待学歴

の 絡差 が 存在 して い る。農村部に おい て親 の 期待学歴は家

庭の 文化的要因以 外に は、家庭環壇要因との 間にほ とんど

統計的 に有意差が 見出せ なか っ た ，
っ ま り農村で は親 の 期

待学歴 は基本的に子どもの 学業成績に影響され ．形成 して

い る と考え られ るe これ に 対 して 、都市に おい て は、親の

期待学歴は主 として家庭の文化的環境、学校 ラン ク、子ど

もの 学業成績に よっ て影響され て い る。

V 　子 どもの 希望学歴

　まず子 どもの 希望学歴の 基太状況を見る と、親の それ と
　　　　　　　も
同 じ く高い こ とが確認 され た ， また 子 どもの 希望学歴と前

述の諸要因との 関連を見てみ る と、家庭収入 要因の 以外の

要匪とは 全部有意な相 関が見られ る。
しか し学校要因 を考

慮して考え る と、家庭環境要因の影響が ほ とん ど消えて し

まっ た。さらに、学校 ラン ク問の 差を比較す る と、同 じ都

市部に お け る ラ ン ク B とC の 学校間の 格差が とて も小 さ

くて 、これ に対 して 両者と農村部に あるラ ン ク A との 格差

が 著 しくな っ た。また 子 どもの 希 望学歴 は毅 の 期待学歴 と

の 間に比 較的高い 相関が認め られ る．

V1 まとめ

　以上の 分析結果か ら分か るよ うに、現在 中国 で は、家庭

における親子 の 学歴取得意識は、小学校段階 で はまだ漠然

的、理想的で あ る に もか か わ らす、す で に 分化 されて い る。

家庭の 1上会的出自要因 は 直接的 に学歴取得意識 の 形成に

影響を及ぼ し．て い ない が 、家庭の 文化的環堤、学校 ラン ク、

学業成績などの 媒介要因を通 して 問接的に影響 して い うc

しか し家庭の 経 済的 要 因 が ま っ た く影響力を持 っ て い な

い 。こ の こ とは今までの中国高等教育が ほ とん ど橿業料を

徴 収 せず に行わ れ て きたと関達が あ る と考え られ る．t また、

農村 と都市との 地域別に 見てみ る と．農村 部では一1郁の 農

民が農業か ら離 れ、ブル
・一カ ラ

L 、ホ ワイ トカ ラー一に．ヒ昇

したに もか か わ らず、学歴取得意識の 形成 に変化を持たず

に、学歴 ア ス ピ レーシ ョ ン は農村社会とい う枠に 朗ざされ

て い るこ とが分か っ た．
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